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                Effect of Recrein on Enuresis 
                          Hiroshi  MORIWAKI
              From the  Department of Urology, Kobe Medical College 
                       (Director  : Prof. Minoru  Jyogetsu) 
   Recrein which containes 10 mg of  Dimethyl-amino-ethanol in one tablet was admini-
stered to patients of the enuresis. 
   Recrein was used to 14 cases of the functional and 4 cases of the organic enuresis 
and in 11 cases of the functional enuresis treatment was effective. 
   The enuretic patients usually have a tendency to fall in deep sleep and Recrein 
may be useful to awaken these patients before bladder reflex may occur.
ま え が き
小児夜尿症 はそ の発生機転 から機能 的乃至は
精神的要因を もつた真性夜尿症 と 器 質 的 夜尿
症に分類 され る.Johnsonは器質的変化 とし
て,膀 胱炎,尿 道膀胱 三角部炎,外 尿道 口狭
窄,膀 胱頸部 の拘縮,膀 胱壁 の肥大炎症,亀 頭
包皮炎,過 緊張性膀胱等 の存在を挙げ,6年 間
に経験した314例の小児夜 尿症 にっ いて,53.5
%に之等の変化が存 在す ると述べ ている.更 に
背椎披裂殊 に潜在性 のそれに,夜 尿症が初発症
状 として附随す る事は周知 の所 であ る.叉 所謂
膀胱三角部異常症 も本症 の病 因 としてあげ られ
ているが,一 方 これ等可視病変 の全 く認 められ
ぬ場合即 ち機能的夜尿症 も多 くみ られ,John-
sonは46.5%と報 じ,松 本 は夜尿症 の大部 分
は機能的なものであっ て,泌 尿器科 的な器質的
異常のある ものは む しろ 少い と迄 強調 してい
る.こ うした機能的夜尿症 に関 しては教育 と食
餌療法,精 神療法,理 学的療法 等の他,従 来 よ
り種々の薬物療法が行われてい る.そ の うち多
少共臨床効果 のみ られ るものに,ベ ラ ドンナ,
ホルモ ン 剤,エ フエ ドリン,ク ロルプ ロ マジ
ン.バ ンサ ィン,フ ァイナ リン等が挙げ られ る
が,近 年本症に対 して覚醒ア ミンが注 目され,
塚 田によると60%の 全治成績が 報告 されてい
る.私 は最近,新 中枢神 経刺戟剤 レク レイ ンを
初 めて本症患者 に使 用 して認むべ き効果が あつ
たのでその大要 を報 告す る.













































































































































































機能的夜尿症 の原因 として,ま つ過度 の熟睡
が挙げ られ,Rolandは夜尿症51例 中38例・
74.5%にその事実を認 めてい る.更 に塚 田はそ
の経験例中10%に蒙古斑及 び青 色母斑 の存 在す
る事を認めて,之 を排尿機構に関す る限 り未だ
Infantilismusの域 を脱 していない とす る傍証
とし,本 症患者 の排尿機構(神 経筋肉装 置)が
未完成の域にあると述べ,更 に夜尿症 患者 では
1000/.va睡眠が深 くて,周 囲のものが 起 して も
仲汝覚醒せず よ く寝呆け ると記載 してい る.松
本も尿意を説明 して次 の様 に述べ てい る.膀 胱
内に尿が充溝す ると自律神経が刺戟 され膀胱 の
収縮が起 り,尿 が膀胱括約筋部 を通過 し後部尿




尿症はこの後部尿道に於 け る刺戟 の強弱 と,大
脳皮質細胞の興奮性 の強弱 との相対的不均衡 を
原因として起 ると考 えてい る.か かる意味か ら
本症の治療 の要点 として,1)尿量 を少 くす る事,
2)膀胱 の収縮を制禦す る事,3)中枢神経細胞に
働ぎかけ る事を挙げてい る.い つれ に して も,
膀胱反射の発現 に至 る迄 に之を大脳 皮質 に知覚
せしめて患者 を覚醒 に導 き,同 時に上位 中枢 の
抑制能力を発揮せ しめる事が必要であ る.最 も
簡単な方法 として,排 尿の予想 され る時 刻に第
三者が覚醒せ しめるとい う形 が通常 と られてい
るが,夜 尿時刻が大 き くずれ る事 も屡 汝で,必
ずしも成功す るとは言 えない
こういつた観点 か ら本症 に於け る覚醒 剤の使
用は合理的 と 考え られ,前 述 の如 く塚 田等は
532例の多数 の 症例 にWeckamin即 ち ヒロポ
ンを 就寝前 に 使 用 して,漸 次 尿意 に 依 つて覚
醒,次 いで排 尿す るとい う自然 の経路 を辿 らせ
239
る事に成功 し,更 にその後142例を追加 して,
2～3カ 月以 内に全治 したもの64例(24%)に
及 び,し かもCathelin法,コン トミン投与,
其 の他 の従来 の療法に抵抗 した症例 に於 い ても
有効 であつた と述べ てい る.
更にRolandはこの目的にd-amphetamine
sulphateを使用 して92%の有効率 を認 め,同
剤 は大脳皮質の充奮性 を充め,後 部 尿道 か らの
刺戟が 弱 くとも大脳皮質細胞が反応 して覚醒す
るに至 らしめる ものとしてい る.
しか し,之 等覚醒 ア ミンは夜尿児 に於 いては
3～12mg程度の投 与では甚 しい不眠は訴 えず,
特 に認むべ き副作用は ない と言 うものの,そ の
連用 による毒性に就 いては警 戒の要 あ ることは
申す まで もない.
こ ういつた見地 か ら最近発売 され た新 しい中
枢神経刺戟剤 ジメチルア ミノエク ノールは睡眠
阻 害作用 に関 しては,ヒ ロポン.ベ ンゼ ドリン
に遙 かに及 ぱないが,優 れ た中枢神 経賦活作用
を有 し,毒 性が極めて低 く,習 慣性 もな く,連
用 して食思不振,疲 労困態 を来 さず,更 に薬物
投与中止後 の欝状態 も発生 しない と記載 されて
いる.
之を夜尿症患者18例に応用 して11例(60%)
特 に機能的夜尿症に就 いては14例 中80%に 及
ぶ有効率 をみ た.
副作用 と考 えられ るものは僅 か1例 で,17才
女子(第1例)で 投薬 中止後 数 日間,僅 かに
depressiveになつた と訴 えるのみで あつた.
投 与期 間はすべ て2週 闇以内の比較的短期間
で,投 与中止後 再発をみた例 もあるが,前 述の
ヒロポン.ベ ンゼ ドリンを間歌的に長期間連 用
して自発覚醒排尿 の習慣を獲得 させ る事に成功
した例 に照 らしても,更 に習慣性 少き本剤の長
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稲 田 教 授 就 任10周年記 念 学 会
予 告
日 時 昭和35年5月7日(土)場 所 楽友会館(京 大)
特 別 講 演
尿石症に於ける副甲状腺機能充進症の経験 阪大教授 楠 隆 光
立位に於ける腎孟像の変化に就て 附 映画供覧
名大教擾 清 水 圭 三
ス トレスと男性性腺 広大教授 加 藤 篤 ニ
ー般演題締切 昭和35年4月16日(土)迄 京大 仁平寛巳 宛
関西地方会費は年額200円を会員の方に出して頂いて居ります.未 納の方は,京大又は阪大泌尿
器科の係迄お届け下さい.演題提出には,必ず演者に○印を付して下さい.
